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令和３年度予算について

 予算編成における基本的な考え方

▪「川越市上下水道ビジョン」及び「川越市上下水道事業経営戦略」に掲げる事業の着
実な執行を図れるよう取り組みました。

▪厳しい経営状況が見込まれる中、事業の安定性と将来にわたる継続性を確保しつつ、
更なる経営の効率化を図り、経営基盤の強化に取り組みました。

 収益的収支

▪収入については引き続き債権徴収に厳正に対応することによる収納率の向上や、資産
の有効活用による収入の確保に努めました。

▪支出については維持管理コストの縮減や平準化による支出の削減に努めました。

▪令和2年度に執行抑制した業務委託等を実施できるよう予算を確保しました。

 資本的収支

▪経営戦略で策定した投資計画に基づき、建設改良費を計上しました。

▪入札不調等で執行できなかった工事等を実施できるよう予算を確保しました。
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収益的収支（３条予算） 【税抜き】
（単位：円）

２

科目 令和３年度当初予算額 令和２年度当初予算額 令和2年度決算額

水道事業収益 6,501,445,000 6,537,637,000 6,244,764,233

営業収益 6,079,189,000 6,130,471,000 5,797,274,019

（うち給水収益） （5,411,219,000） （5,405,609,000） （5,164,966,173）

営業外収益 422,240,000 407,149,000 446,660,336

特別利益 16,000 17,000 829,878

水道事業費用 6,129,178,000 6,144,311,000 5,815,215,144

営業費用 5,982,596,000 5,982,196,000 5,672,102,535

営業外費用 136,595,000 152,209,000 141,613,209

特別損失 4,987,000 4,906,000 1,499,400

予備費 5,000,000 5,000,000 0

当年度純利益 372,267,000 393,326,000 429,549,089



収益的収支の主な内容

 水道事業収益（65億144万5千円）

給水収益 54億1,121万9千円

⇒給水収益は人口推計値等により算出した結果、前年度当初予算に比べ微増。

 水道事業費用（61億2,917万8千円）

浄水場運転事業 24億6,440万7千円

⇒浄水場等の施設運転や水質の管理を行うための事業。

◎主な内容：中福受水場その他水道施設運転管理業務委託（1億4,040万円）

県水受水費（21億2,418万2千円）

営業共通事務 2億8,535万3千円

⇒水道料金等の徴収等の営業業務を行うための事業。

◎主な内容：営業業務包括業務委託（2億6,040万円）

水道料金等収納業務委託（コンビニ収納）（1,168万4千円） ３



収益的収支の構成比率
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資本的収支（４条予算） 【税込み】

（単位：円）

５

科目 令和３年度当初予算額 令和２年度当初予算額 令和2年度決算額

資本的収入 1,071,337,000 973,767,000 938,594,000

企業債 700,000,000 700,000,000 700,000,000

他会計負担金 35,773,000 35,917,000 35,741,000

工事負担金 243,107,000 130,087,000 115,524,000

水道施設加入金 92,456,000 107,762,000 87,289,400

固定資産売却代金 1,000 1,000 39,600

資本的支出 3,753,892,000 3,434,556,000 2,678,384,104

建設改良費 3,046,943,000 2,770,858,000 2,019,687,529

企業債償還金 701,949,000 658,698,000 658,696,575

予備費 5,000,000 5,000,000 0

資本的収支の不足額 2,682,555,000 2,460,789,000 1,739,790,104



資本的収支の主な内容

 資本的収入（10億7,133万7千円）

企業債 7億円

⇒経営戦略に基づき資金調達額を決定。

資本的収支の不足額 26億8,255万5千円

⇒消費税資本的収支調整額（2億3,419万7千円）、減債積立金（2億円）

建設改良積立金（2億円）、損益勘定留保資金（20億2,753万4千円）で補填。

 資本的支出（37億5,389万2千円）

配水管更新事業 22億6,220万1千円

⇒重要施設配水管の耐震化や老朽管の更新を行う事業。

◎主な内容：重要施設配水管の耐震化（3,975ｍ）

老朽管の更新（14,300ｍ）
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資本的収支の構成比率
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